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ｒ

際の機曾の欠除等からくる不愉快が多くなりつつある。 とするならばミなおさら余暇は仕事からく・

　

ノ

　

ゞ
－

窃不愉快を回復し（Ｒｅｃｕｐｅｒａｔｉｑｎ）気１着し（Ｄｉｖｅｒｓｉｏｎ）する時間としての意味を持ってく、るであらうｏ

　

ｌ

叉弊働傑件がたとえ快的なものに改善されたと じこも仕事からは、緊張、・，外からの強制等を全然除
．ず

，ｉｊ▽８
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昭和２名手１２月

去することは不可能であらう・し雷）れわれは日々の必然的なきまり仕事 （Ｒｏｗｔｉｍｚａｔｉｏｎ）にはデー神経

緊張とａｉｄ軽疲労とを伴いあきが生ずる。
・
これに欝して余暇ば必然的に緊張の弛緩の時間とｔ，；℃生活

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　　　　

ランスを保って，いる時に健全であるといえよう。

のリズムの中に灘 節 けられなけれぱならなぃｏゎれ励もの生活は緊張と弛緩のリズムにぁってパ
テ 浅薄

更に余暇は仕事から解放された時Ｈ 嗣 め 蜘人にとっても自由な表現の時間である筈である
，
三 瀦

人は本性として自由に喜びや満足を求め常に‐梨しい生活が出来ることを望んでいる。従もて余暇は

人の喜びや楽しみを得る自由時間の性格を本質的に満足させるものでなくてはな・らないｏそして罵

　

．
，
．
・ にき掌

の喜びや満足は自己表現、 自己創造として個体が表現される際にもたら
．される感情であって・自己

　

、
． ～－≦

の丈化的、
′情緒的、 身体的欲求が変揮され、固有の手腕才能が十分に表現され、自己が

自己に於て ；

創造さ・れる時にはじめて大きな－喜びや満足が得
られるのである。こういった人間の諸欲求の表現は

′

労働時間に於ても可能ではあるが、責際には十分な表現が困難な場合が多Ｖ・ｏ一般には余暇時間内

　

．－
，、

　

き納

の活動に於て得られると考ぅべきであらう。われわれの生活様式 （Ｍｏ
ｄｅＱｆＬｉｆｅ） は→層メカニゼ

　　　　　　　　　

て、１ 事時間内で

　

己表現が行はれ常を二満足さ
」せられることは少なく．従っ●．

・●． ・
・ざ

のような近代生活の難点に謝して、色々な欲求、興味、衝動等を抑墜することなく、安全な方向に

　　　

薄
葉散させ 全我的活動として喜びや満足を典ぇ・自己表現の時間「としての機能を持つものでなけれ，．

ｒキー－

‘，まならない。 「人間は物質文明のために選化 してゆく（
Ｓ）」．．とするならば一 人間は轍らく生活の外

に

こうい，った勝義の御慶に於て 楽しみの生活を持ち人間ら，しい園満な健全なヒ
ーマ‐ニテ を膏現し

てゆかなくてはならぬであらぅ。 しかもわれわ掴ま勤勢の義務を持つ以上余暇を楽しむ権利をも
有′．
‐

する筈である。特に近代生活が苦労やわさ
‘わいの多いものであるならば、是非とも自由な楽しい時

　　

一．ノ
ー罰を持っことが人間的奮然の要求として認められなければならないであらラ。と

‐ころで具体的には

　

．

どのょぅな‐余暇活動が心的満足と楽しみをもたらすのであらぅか、一般に－楽Ｌみのある活
動
，
慮ｐｌａｙ

といはれるｄ そ・し．て余暇時間内の ｐｌａｙ は Ｒｅｃｒｅａｔｉｏｎ

　

と呼ぶことが出来ょぅｏ レクリェー，ション ー 三雲ｒｉ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｆｅｆｒ岱ｈｉｎｇ），せしめる 聞こあると思うのであるが＼

白いとしてもその種目に不得手な人にとってはかえって不愉快を輿えるかもしれない。同；様式の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，三愛
余暇活動であっても各人に共通の喜びや満足を輿えるとは限らないの，であるから・心的満足雪活動 ・ キー

がもたらすか否かの決定はミッチェルとマニソン（９）或は ダック
（１０） がいうように活動する者の主観

　

－

　

，
’三劃

性・態度・ 即ち活動者が喜びをもっ，てなしぅるものにあるのであ
って、活動そのものによって客観

　

＼
三洋

的外形的に決定されなｖ・。従ってわれわれの余暇活動はバラヱテ－にとむ鷹汎なものとなら
ざるを

得ない。 しかし楽しめるものなら全く何でもよ
い誰でない。 Ｎ．Ｅ．Ａ

（ＩＤ や Ｇ，Ｍ．Ｇ１ｏｓｓ
（１の の意見

　

も 調

を綜合ムてみると、心身の休養と健康，の
増進、，業務の能率向上、望ましむ・品性

の形成、民主的杜舎

の凄展に楽しみの余暇活動を通じて貢献しぅるものが望ましいと えょぅ。

　

′．

　　　

三

　

・ ｉ‘詔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「・デー：

｛２） 生理聾的

　

Ｐｈｙｓｉｏｌｏｇｉｃａｌ

　

心理型的見解に於て余暇の弛緩性、 リズム性、愉悦性をあげたのであるが、心と身とは分離Ｌｔ

いるものではないから、精示－＝が一定のリズムによって弛緩と休息をうるならば、身体の疲労も回復

　

●
－

謡
暮
蓄
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－－言
語
は
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‐

　　

、 ・

　

，．

　

．Ｄｅｃ＊ｂｅｒ・１９４９１． ÷
「
ざ

ればならない。先に述べたように近代生活は機械化によっで生物的ゞ 心理的・精紳的全体とｔ・；て，り 署キー

人間の或る部分しか働らかせない偏頗な活動が多い。更に身体面からみるならば軍－作業の単調な

　

．キメ

反覆が多いので筋肉は部分的にしか使用さ●れないので、 生物撃的機能面ではＦ病気に，
なった動物ｊ、三

●
，

になりつつあるのかもしれない。従ってここに全身的活動にょる、スポ」ッやゲームやその・他体育目星二二；、【
レクリェーションが奨励されなければならぬ理由が存在する。これ等は線構して ｐｌａｙｒといえるも－ｉ′

　　　　

．

　　　　

●

　　　　　　

．

　　　　　　

・

　　　　

・，． ・

　　　

・

　　

＼ －

　

－

　　

●

　

●
」．ｉ

のであるから、ｐｌａｙの持つ健康的及び品性の形成的償値がｐｌａｙ活動を通．じて賛現される謬抄ある，？一
二
ｔｒ

しかもｐｌａｙ

　

は平等の人間間係に於て友愛、理解、分嬉の感じの共通生をえしめるからデモクラ・シー

動が健康的にはよいであらうし、
〆筋肉的努動を余リレない人に倒しては全身的ないクリエーショ・ン－＼′：．

スポ←ッがよいであらう。 ここで注意しなければならない・ことは

　

ｐｌａｙ， には一般に＼「ふける，一
・（１３）・、

、

という性質があるから梁ｔみの余り過度にならないようにすｒることであるがＨ′ＳｒＤｉｄｌｌ：くＩＤ・・は次の′

　

．・・ノ

よぅな忠暑をＬている。 「運動の安全な償値もま，ｃ・ゎ状態よりも筋肉の歌態にょり＼叉運動の型にエ

リ、それをなす加減による。」 と
・ｔて、←１｝心身の一般的状態を定期的な身体検査を，

づけで決定する、。き ミ～
｛２１ 身体疲弊以下に運動するｏ休養の意味と中程度の疲弊の運動な・らょろし が過激な過弊の連覇一三
をするな、らば、 重大な損失となるであらう●。

　

われわれは余暇の健康的意味を把握して自己に最適の型のレクリェ「ションを通じて単に疲勢の‐

　

▼

回復としてだけでなく、健康の増進のために、そして次の本務活動に能率と効果あ
●らしめるように剣・でき

ト

造の領域に有効的１に余暇を使用しなくてはならない。 ‐

ー謝

　

吐曾撃的

　

Ｓｏｃｉｏｌｏｇｉｃａｌ

　

・

　　

、

　　　　　　　　　　

ゞ

　　

＼

　

余暇の要求は‐その
根本をヒユーマニテーこあ←ている。

１
われわれは勤労の義務とともに御陵を梁圭三

しく生活する権利をも有するとぃはれるのは、 余暇生活は賛揮、浪費、怠慢と．いう不健全なる
・
・のと －－

・

してではなく、 人間的要求の富然のものとして，ピューマにプーの奪重の上に根嫁をおいている力もら・ィ十ー

である。封建厳曾に於ては大衆の自由の領域が極めて狭く徒◇て個人の生命の充贋とか生活の梁Ｌ

みとか尊否定され、徹曾秩序は大衆の生命の否定の上に構成され，
ていたともみられるので．あるｂ民

　

ト

主的蔵曾は個性の十分な愛揮を‐認め、大衆全体が豊かな幸頑な生活をすることを理想としてかかげ・ ン

これを目指して廼忙舎生活を改善Ｌ建設ｔてゆかなくてはならないと考えるな釧ズ、 大衆の生活は壕ゞ；…，．
牲としてではなく・ｑ証償値の承認の上に大らかに明るく豊かに伸

長させられなければならない６

礎つで余暇の問題は 部の特濯階級（ＰｒｉｖｉｌｅｇｅｄＣ１ａｓｓ）のものとしてではな≦、・あらゆる階級、
・年三）えさ慧

令層、性別について徹曾掌的に検討されなくてはならない。近代撃家に於ける Ｐｕｂｌｉｃ：Ｒ式ｒ函１ｏｎ．

解放というＥュ←マニステックな思想を根底１においていると考ぅべきであら．うｏ・個人の幸幅からー・．・．１・」

般蔵曾（Ｇｅｎｅｒ副Ｓｏｄｅｔｙ）の幸稲へ綾大・された立場から、余暇の問題を考える時には余暇の有効使用．二言
は、 個人ｒを通して蔵曾の裟展と向上更に民主的文化の愛展に貢献する亀のとして意義づけあれる。二

‐メド「き；

耀鴛業震．ｓ；管もａｓ謬美鑓導き↓電器滋養農鴎襲爵
８０′
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．・，二

たと・考えるならば、余暇と文化との間に
は密接な開運性があるように増、ぅ。逆訟的には‐余暇のない

生活を途っている階級には文化が愛達しえない あらうともいえる。・しかし近代諺曾に於ては人間

の変見と共に文化も貴族的特椛階級のもの；してではなく・ デモクラテックなもの，
とｔノて一般武舎

の彼展のために文化は大衆のものとして、大衆を文化的に向上せＬめるものでなければ
ならないと／

考えられてきている。このためには先づ大衆が或る程度の余暇を持ち、しかも．
この余暇使用を，

質的に

向士させてゆかねばならない。・Ｌかも条暇使用を質的に向ヒせしめる要件は経
湾力に勿論大いに依ガ

存‐している「貧乏暇なし」とい‐はれるが、これは量的にだけでな
く余暇の質にも関係しているので

ある 更にそれだけではなく 禁欲的、物的成功、極端な勤勉主義等の人
生．翻生活観の改造をも要求し

ている。人間の；吐舎性の強調とともに、個人の余暇
生活は大衆とともにう・る方法と，して厳舎の問題

となってきた。従って紙舎に於てともに架じみを
うる方法と

・
して ＰｕｂｌｉｃＲｅｃｒｅａｔｉｏｎの顕著な変展

があり、大衆の幸窟を目指すといぅ点に於
て ＰｕｂｌｉｃＲｅｃｒ鋭ｔｉｏｎ はヒキーマ

，
ニテーに根差している。

しかもレクリェーションは主として ｐ１ａｙ・であ．るから、ｐｌａｙ 活動に於ける饗化性＼適悪性ゞ 活働性

愉悦性を通して・ｐｌａｙの特質とする平等夢人情開係の道徳（Ｈｕｍａ畦ｒｅ
ｌａｔｉｏ止ｅｔｈにａｌ）を・協同の中に形

成する機能をもつから、やがて望ましい協同就曾の、
メシバ←となる資格を得しめるに‐とになろう。

Ｍ．Ｍａｄｄｅｎｏｓ）「余暇を大衆が如何に送るかが洛東の
文明を決定する大きな尺度となるであら－

ぅ」

といっているが、大衆の余暇，生活の向上
は武曾の文化的謎展の具体化であり、幸頑な人間生活への－

我展を目指すデモクラシーの本質たるヒュ←マニズム思想から出獲してい
ると考うべきであらう．

余暇生活が≧のょうな耐曾改良の役割をはたｔへ大衆の幸幅を目指すという鮎を訟識する
ならば、余

暇の問題は国家及び耐曾の民主化に貢献する重要問題として注目しなければならない。

　

以上心理蝉的（弛緩性、リズム性、愉悦性）詐理
事的（健康性と創造性）厳曾学的（民主的文化）

の三つの槻離から余暇の機能と償値について考察してきたｏ

　

しかしてこういった余暇．の機能の再認

識と余暇生活の充質向上は教育によって可能なのであるｃ〔総てでないまでも
‐その重要な領域に於て

は）。 ぞ乙て知識は活動にならな
げればならないのであるから、余暇教育（Ｌｅｉｓｕｒｅ

ｄｍｅＥｄｕｃａｄｏｎ）

を教育の重要な領域としｔ位置づけて賓際的に活動しなくてはならない。さてこの場合、余暇教育

は、余暇の意義α轡．解と態度及び
余暇時間拝む用の技術の修得の南面から計謬旨せれ賛行きな‐く‐てはな

らな であらう。暇余教育の方法的問題については別の機
舎にに裏表じたいと望んでいる。

附

　　

言巳

　　　　　

、

余暇の問題は私の大学卒業期に於ける最大関心事の研究テーマてあり、二の問題を中心と↓て更に深い研究と

充賀したアルバ小トを持ちたいと考へていましたｏ今この“論文を強表するー：あたり、問題の選定、研究方法、

進行等ー：っｖ、て直接的或は間接的に絶大な指導を下さいました東京教育大学教育学部長石山情平教授、前ノ
ｉ：都雄

助教授ー：深甚なる感謝の‐
意を表するものてあります。
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アレキソヌ、カレ’シ、人間：の未知なる
、もの、棋揮如ー謬、昭和１３年、

．岩波書店、
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波多野完治：子供の娯楽心理（児童心理、昭和２４年７月←畿 金子書房）

鯉

　

ＨＳ．Ｄｉｅｈｌ：ＴｅｘｔＢ）ｏｋ．ｏｆ Ｈｅａｌｔｈｆ，ｕＩＬ
ｉ▽ｉｎｇ．１９４気

鰯

　

前掲

　

竜）

ー日 本 盤 異 記 と．冥 報 記

－ 支那の説話集と我園談話文学との関係についての覚書 －

小

　　　

泉

　

－

　　　

▼．
弘

Ｈｉｒｏｓｈｉ，
Ｋｏｉｚｕｍｉ：Ｎｉｐｐｏ詑‐Ｒｙ６ｉｋｉａｎｄルーｅｉｈｂｋｉ．

ｏｎ［ｈｅ Ｒｅｌａｔｉｏｎ，ｂｅｔｗｅｅｎ ｃｈｉｎｅｓｅａｎｄＪａｐａｈｅｓｅ Ｎａｒｍｔｉｖｅ Ｌｉｔｅｒａｔｕｒｅ，

（１〕 従来の．研究についての概観

　

性） 成立事情についての影響関係

（２） 霊異記と冥報記について

（励

　

精

　

語

（３）・雨書の説話の闘係につｖ・て

１． 従来の研究についての概観

　

‐日本霊異記と冥報記との関係については、早く芳賀・博士が、 「考諸今昔物語集」の序論に於て・・

「斯くて平安朝り初、延暦年間には、宴報記、冥報記拾遺戦こ牧められた訟話と同形式のき三のが、
地名と人名とを日本に改めて、日本霊異記となって現れるまでになった。」と，云つて居られる。‐橋
川正氏も、 「繋異記の研究」（１）に於てこれを承認されている－

　

これに封じて岩淵債太郎氏は・ 「冥報記は、霊異記上巻の序にその名が見えているばかりでな・〈
巻下の如法奉罵法花細火不鰭縁第十の像の終りの方に、

　

諒知河東練行尼所烏如法纏之功残額、陳時王翼女讃鯉発火難之力再示…川，

　

とあるのは、冥報記に見える河東練行尼の事をさすものであつて、霊異記の著者が唐臨の冥報
／
記

を見たと云ぅ事はぐ先づ間遠のない事責であろぅと思われる。 しかし、
．
冥賊記や金剛般若集酸記中

の訟話が、 賛際にどれ程霊異記中の談話ご影響を奥ぇて るか‐は検討を要する問題であり、結論と
ｔンては一芳賀博士の様に冥報記などの説話を

　

その地名、と人名とを日本に改めたものが霊異記の訟

話だと、概括的に云えるかどうかが問題になる。多くはそれ程密接な関係があるとは思われない。ま
と云って居られる．◎

　

片寄正義氏は、 岩淵氏り指摘された霊異記下巻第十の巻辰の記事の他に、その本文たろ牟婁沙蒲
の論．話と冥報記力河東棟行尼の雨話を比較する事にょり、 この二つの話が共に法花樫書鳶の雲強調

－であって、．
その思想的背景の全く一致する事、 誠活力形式方面＼部、分的猫烏の澱からも、 一一鰹交

書烏の場面、 霊験功徳の猫高等 －酷似する所がありく思想 ，形式・内容何れの方面からも不自営
に類似性をもっものであって、結局「‐前記り芳賀－博士り所説も多少云い過ぎている点もあり、

女岩
淵氏の考えられる程浅いものとも考えられないように恩，ぅ。その中間位に考定しては如何なもので
あろうか」 と云い、 更に、ｒ，「この雨話は、 雨書中最も関係の深い‐ものであり、この他のものについ

８２


